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」

自民党平沢議員の質問に答弁する中井国家公安委員長
（JR連合革マル派対策冊子）より 
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1月16日

1月23日
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2月14日

　（平成13年）

　  

　 

  （平成14年）

　

　

衆議院国土交通委員会で革マル浸透問題について質
疑。民主党吉田議員・民主党今野議員

衆議院国土交通委員会で革マル浸透問題について質
疑。社民党日森議員・自由党西村議員

大阪駅前でチラシ配布を実施。国会でJR完全民営化と
革マル疑惑が審議されていることを踏まえ世論喚起行動

東日本鉄産労組合員30名を囲む激励オルグを実施

水戸支社と水戸駅前で東日本鉄産労組合員20名とビ
ラ配布行動実施　

参議院国土交通委員会で革マル浸透問題について質
疑。民主党山下議員

コンクリート問題でJR西日本は31社に損害賠償請求を
行った結果31社から24億円の和解金が決定
JR西労組37万名の署名活動の成果

TiS統合問題　残された課題について交渉

TiS統合問題について協定を締結

第13回定期中央本部大会（京都大会）
京都議定書批准をはじめ地球温暖化にむけた要望書を
特別決議
組合員数32,313名、組織率85.4％
本部大会で特別決議した
「京都議定書批准をはじめ地球温暖化にむけた要望
書」を小泉首相と関係大臣に提出

神戸地本、新神戸駅のぞみ停車に向けて県・市・観光
協会・商工会などに利用要請を行うとともに、チラシ配
布も実施

TiS部会 第9回定期委員会を開催。終了後解散大会
（大阪弥生会館）35名　10月1日からの日本旅行との
統合を前に。執行部は9月末まで継承

第1回拡大政策調査委員会を開催。2001年ビジョン
を踏まえた新たな中期ビジョン（仮）の策定について
議論

TiS本部と日本旅行が事業統合し組合員が転籍。転籍
同意者：TiS本部971名のうち633名（65％）、TiS所属
以外から12名

可部線存続運動　県庁前や広島駅など主要駅頭でチ
ラシ配布と活性化集会・自治体との意見交換会を開催

可部線存続運動　JR西労組・自治体意見交換会を
開催。（ホテルグランヴィア広島）　
終了後、広島駅・可部線沿線で6千枚のチラシを配布
利用実績で存続を訴える
JR連合　JR貨物の民主化行動を広島地区で実施　
（広島車両所の正門裏門）JR西労組・四国労組・貨
物鉄産労40名でチラシ配布

改正JR会社法施行　完全民営化へ

JR連合、第8回政策シンポジウムを開催（大阪市内）
300名が参集　
テーマ「総合交通体系のあり方とJRの役割」

JR連合、民主化闘争支援のため、北海道鉄産労支援
行動を実施

JR西労組結成10周年記念式典と新春賀詞交歓
会を開催（ホテルグランヴィア京都）　350名参集

JR連合、執行委員会でジェイアール東日本ユニオンの
加盟申請を承認

第1回賃金対策委員会を開催
各産業・企業でベア（春闘）離脱が伝えられる中、純ベ
ア千円と年間臨給を要求

第19回中央委員会を開催。春闘離脱の産別・単組が
相次ぐ中春闘要求など活動方針を決定

春闘要求を提出。ベア要求を断念する産別・単組が相
次ぐ中、ベア千円と年間臨給5.7ヶ月を要求

2001～2004年度・
民主化闘争支援や三日月選挙などの取り組み［年表］

　
「
特
集
第
1
号
・
第
2
号
」で
述

べ
た
通
り
、Ｊ
Ｒ
連
合
に
加
盟
す
る

Ｊ
Ｒ
西
労
組
、Ｊ
Ｒ
東
海
ユニ
オ
ン
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
、Ｊ
Ｒ
九
州
労
組

は
、各
社
の
第
一
組
合
と
し
て
民
主

的
な
運
動
を
進
め
健
全
な
労
使
関

係
を
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
、北
海

道
、貨
物
で
は
Ｊ
Ｒ
総
連
の
加
盟

組
合
が
多
数
を
占
め
、
革
マ
ル

派
の
影
響
を
受
け
て
独
善
的
、

排
他
的
な
組
織
運
営
を
進
め
、Ｊ

Ｒ
連
合
を
は
じ
め
他
労
組
の
組
合

員
や
、協
力
的
で
な
い
自
ら
の
組
合

員
を
、執
拗
か
つ
陰
湿
に
恫
喝
、糾

弾
す
る
異
常
な
非
民
主
的
、排
他

的
な
活
動
が
日
常
化
し
て
い
ま
し

た
。そ
し
て
、会
社
側
は
こ
う
し
た

実
態
を
放
置
し
、
歪
ん
だ
労
務

政
策
を
改
め
る
姿
勢
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合「
民
主
化
闘
争
宣
言
」

を
発
す
る
！

　

1
9
9
9
年
1
月
の
賀
詞
交
歓

会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
葛
野

会
長
は
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
か
ら
の
革

マ
ル
派
の
一
掃
、
と
り
わ
け
、
本

丸
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
労
務
政

策
と
労
使
関
係
を
正
常
化
す
る

「
民
主
化
闘
争
宣
言
」
を
発
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
以
降
、
東
日
本
を
は
じ
め

各
地
へ
の
オ
ル
グ
団
の
派
遣
、
民

主
化
支
援
カ
ン
パ
の
実
施
、
決
起

集
会
の
開
催
な
ど
が
実
施
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
か
ら
も
水
戸
、
秋

田
、
札
幌
、
広
島
（
貨
物
鉄
産
労

支
援
）
な
ど
へ
、
本
部
役
員
と
若

手
ら
が
オ
ル
グ
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
動
き
に
反
応
し
て
か
、1

9
9
9
年
か
ら
2
0
0
1
年
に
か

け
て
、
各
地
で
東
労
組
役
員
が
Ｊ

Ｒ
連
合
や
国
労
の
組
合
員
、
会
社

の
管
理
者
、
東
労
組
内
の
非
協
力

的
な
組
合
員
ら
に
暴
力
や
暴
言
を

振
る
う
事
件
が
多
発
し
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
組
合

員
が
、Ｊ
Ｒ
連
合
の
組
合
員
と
交

流
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、職

場
で
徹
底
し
て
追
及
、恫
喝
さ
れ
て

運
転
士
を
辞
め
さ
せ
ら
れ
た「
三
鷹

電
車
区
事
件
」。同
じ
く
退
職
に
追

い
込
ま
れ
た「
浦
和
電
車
区
事
件
」

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、警
察
に
よ
る
革
マ
ル
派

非
公
然
ア
ジ
ト
の
摘
発
に
よ
り
、Ｊ

Ｒ
総
連
と
同
派
と
の
関
係
に
つい
て

の
解
明
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、国

会
で
も
革
マ
ル
浸
透
問
題
に
関
す

る
審
議
が
進
み
、2
0
0
0
年
11

月
の
、民
主
党
山
下
八
洲
夫
参
議

院
議
員（
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇

副
会
長
）の
質
問
を
皮
切
り
に
、政

府
は
繰
り
返
し「
Ｊ
Ｒ
総
連
お
よ

び
Ｊ
Ｒ
東
労
組
内
に
お
い
て
、影
響

力
を
行
使
し
得
る
立
場
に
革
マ
ル

派
活
動
家
が
相
当
浸
透
し
て
い

る
」と
の
公
式
見
解
を
明
ら
か
に

し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
連
合
の
民
主
化
闘
争
に
よ

り
、被
害
者
は
職
場
復
帰
を
果

た
す

　

浦
和
電
車
区
事
件
の
被
害
者
で

あ
る
吉
田
氏
の
告
訴
に
よ
り
、警
視

庁
公
安
部
は
、
2
0
0
2
年
11
月

に
Ｊ
Ｒ
東
労
組
役
員
の
加
害
者
7

名
を
逮
捕
し
、全
員
が
起
訴
さ
れ

ま
し
た
。2
0
0
3
年
2
月
か
ら

東
京
地
裁
で
始
ま
っ
た
刑
事
裁
判

の
公
判
は
59
回
に
上
り
、
Ｊ
Ｒ
西

労
組
か
ら
も
青
年
女
性
組
合
員
を

中
心
に
傍
聴
券
獲
得
行
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

2
0
0
7
年
7
月
に
は
7
名
全

員
を
有
罪
と

す
る
一
審
判

決
が
下
さ

れ
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
は
翌
月

に
は
懲
戒
解

雇
処
分
と
し

ま
し
た
。
そ

し
て
吉
田
氏

は
勇
気
を

持
って
復
職
を
決
意
し
、Ｊ
Ｒ
連
合

の
支
援
に
よ
っ
て
2
0
1
0
年
1

月
に
会
社
へ
の
復
帰
を
果
た
し
ま

し
た
。
ま
た
、三
鷹
電
車
区
事
件

の
被
害
者
の
佐
藤
氏

は
、
2
0
0
8
年
7
月

に
運
転
士
の
職
に
戻
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。Ｊ
Ｒ

西
労
組
に
お
い
て
も
、吉
田

氏
、佐
藤
氏
を
集
会
に
招

く
な
ど
し
て
、繰
り
返
し

支
援
行
動
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
浦
和
電
車
区
事

件
に
つ
い
て
は
、
最
終
的

に
2
0
1
2
年
2
月
に
加

害
者
7
名
の
上
告
が
棄
却

さ
れ
有
罪
が
確
定
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
の
民
主
化

闘
争
に
よ
っ
て
、
Ｊ
Ｒ
東

日
本
は
そ
れ
ま
で
の
姿
勢
を
改

め
、
職
場
秩
序
の
正
常
化
と
東
労

組
の
弱
体
化
が
進
み
ま
し
た
が
、

彼
ら
を
基
軸
と
す
る
労
務
政
策
の

転
換
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
闘
い

は
道
半
ば
で
す
。

　

こ
の
間
、
2
0
0
1
年
2
月
に

東
日
本
鉄
産
労
と
Ｊ
Ｒ
グ
リ
ー
ン

ユ
ニ
オ
ン
が
統
一（
新
名
称
：
Ｊ

Ｒ
東
日
本
労
組
）し
た
ほ
か
、
12

月
に
は
国
労
か
ら
決
別
し
た
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
東
日
本
ユ
ニ
オ
ン
が
結

成
さ
れ
、
翌
2
月
に
Ｊ
Ｒ
連
合
に

加
盟
し
ま
し
た
。

　

両
組
織
は
2
0
0
4
年
11
月
に

組
織
統
一
し
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ユ
ニ
オ

ン
と
の
名
称
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
2
0
0
3
年
10
月
に
は
北
海

道
鉄
産
労
と
国
労
脱
退
者
が
Ｊ
Ｒ

北
労
組
を
結
成
す
る
な
ど
、
組
織

の
拡
大
と
統
一
が
進
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

  

（
裏
面
へ
続
く
）

　

今
号
で
は
、
2
0
0
1
年
度
か
ら
2
0
0
4
年
度
ま
で
の
民
主
化
闘
争
支
援
や
、
三
日
月
衆
議
院
議
員
の
選
挙
運
動
な
ど
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

　

2
0
0
1
年
7
月
3
日
〜
5
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
13
回
定
期
大
会
で
は
、
Ｔ
ｉ
Ｓ
本
部
の
日
本
旅
行
へ
の

営
業
譲
渡
、
可
部
線
一
部
廃
止
、
新
幹
線
コ
ン
ク
リ
ー
ト
問
題
な
ど
の
総
括
の
ほ
か
、
「
環
境
に
優
し
い
鉄
道
の
復
権
」を
テ
ー
マ
に
討
議

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
6
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
連
合
第
10
回
定
期
大
会
で
は
、
葛
野
和
明
会
長
が
退
任
し
明
石
洋
一
会
長
が
就
任
す
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
出
身
の
角
田
修
作
氏
が
事
務
局
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
0
0
2
年
7
月
10
日
〜
12
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
で
開
催
さ
れ
た
第
14
回
定
期
大
会
で
は
、
討
議
を
重
ね
て
き
た
新

た
な
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
「
ス
テ
ッ
プ
21
」
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
運
動
の
継
承
に
関
す
る
課
題
が
提
起
、
共
有
さ
れ
、
取
り

組
み
が
本
格
始
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、2
0
0
2
年
5
月
2
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
組
織
の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
き
た
中
央
本
部
田
内
副
委
員
長
が
急
逝
、
6
月

に
故
人
を
偲
ぶ
「
お
別
れ
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

西労組

1991年12月6日 結成

岡
山
地
本
で
は
国
労
を
大
量
脱

退
し
Ｊ
Ｒ
西
労
組
に
加
入

　

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
に
明
け
暮
れ
て

展
望
の
見
え
な
い
国
労
指
導
部
へ
の

不
満
を
理
由
に
、
2
0
0
4
年
11
月

に
は
岡
山
地
区
の
国
労
か
ら
50
名
が

大
量
脱
退
し
、
う
ち
39
名
が
Ｊ
Ｒ
西

労
組
に
加
入
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合

の
民
主
化
闘
争
と
も
呼
応
し
て
西
労

か
ら
の
加
入
も
続
き
、
2
0
0
4
年

末
で
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
組
織
率
は

87.
5
％
に
向
上
し
、
当
面
の
目
標
で

あ
る
90
％
達
成
が
視
野
に
入
る
段
階

と
な
り
ま
し
た
。

ＪＲ総連・九州労では大量脱退事件が発生
　2000年10月には、ＪＲ総連加盟の九州労
（924名）から、組織の7割を超える651名の
組合員が突如脱退し、ＪＲ連合加盟のＪＲ九
州労組に加入届を提出する奇怪な事件が発
生しました。ＪＲ九州労組が加入届を返却した
ところ、脱退者は2001年11月に、新たに九
州ユニオンを結成してＪＲ総連に加盟。その
後2006年2月にはＪＲ総連を脱退するという
経過をたどりました。また、ＪＲ九州労組の一
括加入に失敗した後の2000年11月に、革
マル派がこの計画に関与したＪＲ総連ＯＢで
同派の大物とみられる人物を拉致、監禁する
という事件も起こりました。背後に革マル派
内部の対立があると分析されています。

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

ＪＲ西労組結成２５周年を機に
歴史を振り返り責任ある未来につなげよう！

2
0
0
1
〜
2
0
0
4
年
度

民
主
化
闘
争
支
援
や
三
日
月
選
挙
な
ど
へ
の
取
り
組
み

結
成
25
周
年
特
集 

（
そ
の
5
）

東
日
本
民
主
化
闘
争
を
積
極
的
に
支
援


